
(57)【要約】

【課題】　簡便な手段でしかも高濃度のマイナスイオン

を発生し得る方法及び装置を提供する。

【解決手段】　水と空気との高圧混合噴出流を、水平軸

により高速回転しているプロペラ翼に対向的に衝突させ

、混合噴出流中の水滴を霧化することにより高濃度マイ

ナスイオンを発生させる。また、そのための装置として

、一端に空気供給口を備え、他端を開放した横型円筒容

器、この容器内の空気供給口側に配設したプロペラ型送

風用回転翼、該回転翼のプロペラ末端付近に、それと対

向して配置した二流体ノズルから構成され、かつ空気供

給口に連結した送風ポンプ、プロペラ型送風用回転翼を

高速回転するための駆動機構及び二流体ノズルの一方に

空気を、他方に水を供給するためのそれぞれの供給パイ

プを付設したものとする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 と 空 気 と の 高 圧 混 合 噴 出 流 を 、 水 平 軸 に よ り 高 速 回 転 し て い る プ ロ ペ ラ 翼 に 対 向 的 に
衝 突 さ せ 、 混 合 噴 出 流 中 の 水 滴 を 霧 化 す る こ と を 特 徴 と す る 高 濃 度 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 方
法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 混 合 噴 出 流 中 の 水 に ０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ． １ 質 量 ％ の ヒ バ 油 を 含 有 さ せ る 請 求 項 １ 記 載 の 高
濃 度 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 一 端 に 空 気 供 給 口 を 備 え 、 他 端 を 開 放 し た 横 型 円 筒 容 器 、 こ の 容 器 内 の 空 気 供 給 口 側 に
配 設 し た プ ロ ペ ラ 型 送 風 用 回 転 翼 、 該 回 転 翼 の プ ロ ペ ラ 末 端 付 近 に 、 そ れ と 対 向 し て 配 置
し た 二 流 体 ノ ズ ル か ら 構 成 さ れ 、 か つ 空 気 供 給 口 に 連 結 し た 送 風 ポ ン プ 、 プ ロ ペ ラ 型 送 風
用 回 転 翼 を 高 速 回 転 す る た め の 駆 動 機 構 及 び 二 流 体 ノ ズ ル の 一 方 に 空 気 を 、 他 方 に 水 を 供
給 す る た め の そ れ ぞ れ の 供 給 パ イ プ を 付 設 し た こ と を 特 徴 と す る 高 濃 度 マ イ ナ ス イ オ ン 発
生 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 人 工 的 に 高 濃 度 の マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 方 法 及 び そ の 方 法 に 用 い る 装
置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 大 気 中 に は 、 通 常 マ イ ナ ス イ オ ン が 存 在 し 、 こ れ が 人 体 の 疲 労 回 復 、 精 神 安 定 、 血 液 の
浄 化 、 抵 抗 力 の 向 上 、 自 律 神 経 亢 進 な ど に 効 果 が あ る と し て 注 目 さ れ て い る 。 こ れ は 、 い
わ ゆ る レ ナ ー ド 効 果 と し て 水 滴 が 金 属 板 に 衝 突 し て 分 裂 す る と き に 付 近 の 空 気 中 に イ オ ン
が 発 生 す る 現 象 と し て 知 ら れ 、 自 然 界 に お い て 滝 の 周 辺 、 海 辺 の 波 打 ち 際 な ど に 多 く み ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 知 見 に 基 づ い て 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 人 工 的 に 発 生 す る 試 み も 以 前 か ら 多 く な さ
れ て お り 、 こ れ ま で に 、 網 目 を 有 す る 回 転 体 に 水 を 衝 突 さ せ る こ と に よ り ミ ス ト に よ る ウ
ォ ー タ ー カ ー テ ン を 発 生 さ せ 、 こ れ に 空 気 を 接 触 さ せ る 方 法 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 角 筒 内
に ノ ズ ル を 有 す る 水 分 裂 部 を 形 成 さ せ 、 こ の 中 に 外 部 か ら 空 気 を 送 入 し 、 角 筒 内 を 旋 回 さ
せ な が ら 乱 流 と し て 流 動 さ せ 、 こ の 中 に 水 を 噴 出 さ せ て 微 細 水 滴 と す る 装 置 （ 特 許 文 献 ２
参 照 ） 、 長 形 筒 型 容 器 の 上 部 よ り 高 速 ・ 高 圧 水 を ノ ズ ル か ら 噴 射 し て 、 ト ル マ リ ン 又 は ゼ
オ ラ イ ト に 激 突 さ せ て マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 方 法 （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 、 水 を 霧 化 し
て イ オ ン 化 霧 を 発 生 さ せ 、 こ の イ オ ン 化 霧 の 流 れ を 永 久 電 気 双 極 子 結 晶 鉱 物 に 接 触 さ せ て
イ オ ン 数 を 増 加 さ せ る 方 法 （ 特 許 文 献 ４ 参 照 ） 、 水 噴 射 ノ ズ ル と そ れ に 隣 接 し て 配 置 さ れ
た 空 気 噴 射 ノ ズ ル と を 有 す る マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 （ 特 許 文 献 ５ 参 照 ） な ど が 提 案 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ０ ３ ５ ４ ０ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 そ の 他 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － １ ６ ０ ２ １ １ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 そ の 他 ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ７ ８ ３ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 そ の 他 ）
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ４ ４ ６ １ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 そ の 他 ）
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ １ ３ ２ ６ ２ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 そ の 他 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 方 法 に よ り 発 生 さ せ る マ イ ナ ス イ オ ン は 、 そ の 濃 度 が 必 ず し も 十 分 に 高
い も の で は な く 、 ま た そ れ を 発 生 さ せ る に は 複 雑 な 構 造 の 装 置 を 必 要 と す る な ど の 問 題 点
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が あ っ た の を 改 善 し 、 簡 便 な 手 段 で し か も 高 濃 度 の マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 し 得 る 方 法 及 び
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て な さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 高 濃 度 の マ イ ナ ス イ オ ン を 多 量 に 発 生 さ せ る た め の 簡 便 な 方 法 を 開 発 す
る た め に 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 二 流 体 ノ ズ ル か ら 噴 出 さ せ た 微 細 水 滴 を 、 さ ら に プ ロ ペ
ラ 型 回 転 翼 の プ ロ ペ ラ 端 部 付 近 の 剪 断 力 が 大 き い 部 分 に 吹 き 付 け て 霧 化 す る と 同 時 に 乱 気
流 に よ る 微 細 化 の 相 乗 効 果 を 生 じ さ せ る こ と に よ り 、 高 濃 度 の マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 し う
る こ と を 見 出 し 、 こ の 知 見 に も と づ い て 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 水 と 空 気 と の 高 圧 混 合 噴 出 流 を 、 水 平 軸 に よ り 高 速 回 転 し て い る
プ ロ ペ ラ 翼 に 対 向 的 に 衝 突 さ せ 、 混 合 噴 出 流 中 の 水 滴 を 霧 化 す る こ と を 特 徴 と す る 高 濃 度
マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 方 法 、 及 び 一 端 に 空 気 供 給 口 を 備 え 、 他 端 を 開 放 し た 横 型 円 筒 容 器 、
こ の 容 器 内 の 空 気 供 給 口 側 に 配 設 し た プ ロ ペ ラ 型 送 風 用 回 転 翼 、 該 回 転 翼 の プ ロ ペ ラ 末 端
付 近 に 、 そ れ と 対 向 し て 配 置 し た 二 流 体 ノ ズ ル か ら 構 成 さ れ 、 か つ 空 気 供 給 口 に 連 結 し た
送 風 ポ ン プ 、 プ ロ ペ ラ 型 送 風 用 回 転 翼 を 高 速 回 転 す る た め の 駆 動 機 構 及 び 二 流 体 ノ ズ ル の
一 方 に 空 気 を 、 他 方 に 水 を 供 給 す る た め の そ れ ぞ れ の 供 給 パ イ プ を 付 設 し た こ と を 特 徴 と
す る 高 濃 度 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 添 付 図 面 に 従 っ て 本 発 明 方 法 及 び 装 置 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 横 型 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 の １ 例 を 示 す 断 面 略 解 図 で あ っ て 、 円 筒
容 器 １ の 一 方 の 端 板 １ ａ に は 空 気 供 給 口 ２ が 設 け ら れ 、 送 風 ポ ン プ ３ に よ り 筒 内 へ 空 気 が
供 給 さ れ 、 こ の 空 気 は 筒 内 を 通 過 し て も う 一 方 の 端 板 １ ｂ に 穿 設 さ れ た 開 放 口 ４ か ら 外 部
へ 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 円 筒 容 器 １ の 内 部 に は 、 回 転 モ ー タ ー ６ に よ り 駆 動 さ れ る 送 風 用 プ ロ ペ ラ 型 回 転 翼 ５ が
垂 直 方 向 に 配 設 さ れ 、 そ の 回 転 翼 ５ の 末 端 付 近 に 対 向 し て 二 流 体 ノ ズ ル ７ が 配 置 さ れ 、 こ
の 内 筒 に は 貯 水 タ ン ク ８ よ り 水 が 、 ま た 外 管 に は 加 圧 タ ン ク ９ よ り 圧 縮 空 気 が そ れ ぞ れ 供
給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 二 流 体 ノ ズ ル ７ か ら 噴 出 す る 空 気 と 水 と の 混 合 流 か ら な る 噴 出 流 は 、 高 速 回 転
す る プ ロ ペ ラ 型 回 転 翼 ５ に 衝 突 し 、 そ の 中 の 水 滴 は よ り 細 か く 分 割 さ れ 、 レ ナ ー ド 効 果 に
よ り 高 濃 度 の マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 す る 。
　 な お 、 図 ２ は 衝 突 型 二 流 体 ノ ズ ル の １ 例 を 示 す 略 解 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に し て 、 二 流 体 ノ ズ ル ７ か ら 噴 出 す る 際 に 形 成 さ れ る 粒 径 ３ μ ｍ 程 度 の 水 滴 は
、 回 転 翼 ５ に よ り さ ら に 細 か く 分 割 さ れ 、 霧 化 し て ナ ノ メ ー タ ー の オ ー ダ ー の ミ ス ト に な
る 。
　 本 発 明 方 法 に お い て は 、 円 筒 容 器 を 横 型 に し て 用 い る こ と が 必 要 で あ り 、 こ れ を 縦 型 に
し た 場 合 に は 、 霧 化 効 率 が 低 下 し 、 一 部 が 水 滴 状 態 と な っ て 流 下 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 方 法 に よ る と 、 水 滴 を レ ー ザ ー 解 析 法 で は 測 定 不 可 能 な ま で に 微 細 化 す る こ と が
で き 、 こ れ に よ り １ ｍ ｌ 当 り １ ５ ０ ， ０ ０ ０ 個 前 後 の 濃 度 の マ イ ナ ス イ オ ン を 含 ん だ 空 気
を 得 る こ と が で き る が 、 さ ら に 供 給 す る 水 に ０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ． １ 質 量 ％ 、 好 ま し く は ０ ．
０ １ ～ ０ ． ０ ４ 質 量 ％ の ト ロ ポ ロ ン 化 合 物 、 例 え ば ヒ バ 精 油 を 加 え る こ と に よ り 、 １ ｍ ｌ
当 り 、 ４ ０ ０ ， ０ ０ ０ 個 の マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の ヒ バ 精 油 と し て は 、 ヒ バ の 製 材 時 に 生 じ る ヒ バ 木 粉 、 或 は ヒ バ 廃 材 を オ ガ ク ズ と し
、 水 蒸 気 蒸 留 し て 溜 出 し た 油 水 混 合 物 か ら 分 離 し た 油 層 を 精 製 し て ２ ５ ３ ℃ 近 辺 の 留 分 （
比 重 約 ０ ． ９ ３ ） を 捕 集 し た も の を 用 い る の が 好 ま し い 。 こ の よ う に し て 得 ら れ る 精 油 は
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淡 黄 色 で 、 そ の 中 に は ヒ ノ キ チ オ ー ル が １ ～ ２ ０ 質 量 ％ 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 図 ３ は 、 本 発 明 方 法 に よ り 得 ら れ る マ イ ナ ス イ オ ン を 定 量 す る た め に 用 い ら れ る ゲ
ル デ イ エ ン 法 に 基 づ く 空 気 イ オ ン の 測 定 装 置 の 原 理 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。 こ の
装 置 は 電 気 的 に 隔 絶 し た 外 筒 （ 印 加 電 圧 筒 ） １ １ と 内 筒 （ 集 電 極 円 筒 ） １ ２ か ら 成 っ て お
り 、 外 筒 １ １ は 直 流 電 源 １ ４ に 接 続 し 、 内 筒 １ ２ は エ レ ク ト ロ メ ー タ ー １ ３ に 接 続 し て あ
る 。 二 重 円 筒 の 間 を 軸 方 向 に 空 気 イ オ ン を 含 む 空 気 を 一 定 流 速 で 流 す 。 外 筒 １ １ に 負 の 電
流 を 印 加 し て い く と 、 二 重 円 筒 間 を 通 過 す る 空 気 中 の マ イ ナ ス イ オ ン は 円 筒 に 捕 捉 さ れ 、
内 筒 １ ２ に 流 れ る 電 流 は 次 第 に 大 と な る が 、 Ｐ 点 を 通 過 す る イ オ ン が Ｔ 点 で 捕 捉 さ れ る 印
加 電 圧 下 で は 内 筒 １ ２ 内 に 入 っ て く る イ オ ン は す べ て 内 筒 １ ２ に 捕 捉 さ れ る 。 そ し て こ れ
以 上 の 印 加 電 圧 下 で は 内 筒 １ ２ に 流 れ る 電 流 は 一 定 値 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 、 外 筒 １ １ へ の 印 加 電 圧 と 内 筒 １ ２ に 流 れ る 電 流 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
図 ４ に お い て 印 加 電 圧 と と も に 増 大 す る 内 筒 １ ２ に 流 れ る 電 流 を オ ー ム 電 流 、 印 加 電 圧 を
上 げ て も 内 筒 に 流 れ る 一 定 値 の 電 流 を 飽 和 電 流 と 称 す る 。 マ イ ナ ス イ オ ン の 移 動 度 を ｋ ａ
と す れ ば 、 す べ て の マ イ ナ ス イ オ ン が 捕 捉 さ れ る イ オ ン の 移 動 度 を 臨 界 移 動 度 （ ｋ ｃ ） と
よ び 、 ｋ ｃ は （ １ ） 式 で 与 え ら れ る 。
　 　 ｋ ｃ ＝ ［ Ｆ ／ （ ４ π ・ ａ Ｖ ） ］ 　 （ １ ）
　 上 式 で Ｆ ： 空 気 流 の 流 量 （ ｃ ｍ 3 ／ ｓ ｅ ｃ ）
　 　 　 　 Ｖ ： 印 加 電 圧
　 　 　 　 ａ ： 装 置 常 数
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 飽 和 電 流 に お い て 一 定 時 間 に 流 れ た 平 均 電 流 よ り 、 マ イ ナ ス イ オ ン 数 密 度 ｌ は （ ２
） 式 で 与 え ら れ る 。
　 　 ［ Ｄ ］ ＝ ［ Ｉ ／ （ ｅ × Ｆ ） ］ 　 （ ２ ）
　 上 式 で ［ Ｄ ］ ： １ ｃ ｍ 3 当 り の マ イ ナ ス イ オ ン 数 密 度
　 　 　 　 　 　 Ｆ ： 空 気 流 量 （ ｃ ｍ 3 ／ ｓ ｅ ｃ ）
　 　 　 　 　 　 ｅ ： １ 個 の 電 子 の 荷 電 量 （ １ ． ６ × １ ０ - 1 7 ク ー ロ ン ）
　 　 　 　 　 　 Ｉ ： 飽 和 電 流 に お け る 一 定 時 間 に 流 れ た 平 均 電 流 （ ク ー ロ ン ／ 秒 ）
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ２ ） 式 の Ｉ の 値 は 測 定 に お い て 一 定 時 間 ｔ （ 秒 ） に 内 筒 に 蓄 積 さ れ る 荷 電 量 Ｑ （ ク ー
ロ ン ） よ り （ ３ ） 式 に よ り 求 め ら れ る 。
　 　 Ｉ ＝ （ Ｑ ／ ｔ ） 　 （ ３ ）
【 ０ ０ １ ８ 】
　 実 際 の 測 定 に お い て は 空 気 イ オ ン （ プ ラ ス イ オ ン と マ イ ナ ス イ オ ン と の 混 合 空 気 ） の 発
生 機 よ り １ ． ５ ｍ の 距 離 に イ オ ン 測 定 機 を 置 く 。 発 生 機 よ り 出 た 空 気 を 測 定 機 へ 一 定 速 度
で 導 入 し 、 外 筒 １ １ に ０ b o l t を 挟 ん で 、 電 圧 を 一 定 時 間 （ ｔ 秒 ） 次 の サ イ ク ル に 従 っ て 印
加 す る 。
　 ０ → ＋ ４ ０ → ０ － ＋ ６ ０ → ０ → ＋ １ ０ ０ → ０ → ＋ １ ２ ０ → ０ → ＋ １ ４ ０ → ０ ＋ １ ６ ０ →
０ → － ４ ０ → ０ → － ６ ０ → ０ → － ８ ０ → ０ → － １ ０ ０ → ０ → － １ ２ ０ → ０ → － １ ４ ０ → ０
→ － １ ６ ０ 。
　 以 上 の サ イ ク ル に お け る 、 内 筒 １ ２ に 蓄 積 さ れ た Ｑ 値 よ り （ ３ ） 、 （ ２ ） 式 に よ り プ ラ
ス イ オ ン 数 密 度 及 び マ イ ナ ス イ オ ン 数 密 度 が 求 め ら れ る 。 Ｉ 曲 線 よ り 、 飽 和 電 流 値 の Ｉ よ
り 、 （ ２ ） 式 に よ り イ オ ン 数 密 度 ［ Ｄ + ］ 及 び ［ Ｄ - ］ を 求 め る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ る マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 機 は 小 型 で 従 来 で は 得 ら れ な い 高 濃 度 の マ イ ナ ス イ オ
ン を 効 率 よ く 発 生 す る こ と か ら 多 人 数 の 集 る 集 合 場 、 映 画 館 、 劇 場 、 店 舗 、 遊 技 場 、 老 人
ホ ー ム な ど に 装 備 し た と き 、 室 内 の マ イ ナ ス イ オ ン を 増 大 し 、 こ こ に 集 ま っ た 人 達 に 爽 快
な 気 分 を 与 え 、 ま た 風 邪 な ど を 引 く こ と が な く 、 健 康 の 維 持 に 役 立 ち 、 さ ら に 室 環 境 の 脱
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臭 、 殺 菌 の 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 実 施 例 に よ り 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の
例 に よ っ て な ん ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に お い て 、 回 転 翼 と し て 翼 長 ３ ０ ０ ｍ ｍ 、 回 転 速 度 ３ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の も の を 用 い 、
ま た 二 流 体 ノ ズ ル と し て 株 式 会 社 い け う ち 製 、 「 Ｂ Ｉ Ｍ Ｊ シ リ ー ズ 内 部 混 合 型 ノ ズ ル 」 を
用 い て 以 下 の 実 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 空 気 イ オ ン の 発 生 装 置 の 使 用 条 件 は 、 圧 搾 空 気 の 空 気 圧 を ０ ． １ ５ Ｍ ｐ ａ と し 、 圧 縮 空
気 量 の 放 出 量 を ２ ２ ｎ ｌ ／ 分 と し 、 噴 霧 量 を １ ． ８ リ ッ ト ル ／ ｈ ｒ に 絞 る 。 こ の と き の 微
霧 の 平 均 粒 径 は ノ ズ ル 付 属 の チ ャ ー ト よ り 液 浸 法 に よ る ザ ウ ダ ー 平 均 粒 子 径 で ２ ５ μ ｍ で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の ノ ズ ル よ り 噴 出 し た 霧 状 の エ ア ロ ゾ ル を さ ら に 回 転 翼 に 衝 突 さ せ 、 円 筒 内 の 空 気 の
乱 流 に よ り 、 さ ら に 細 か く 分 裂 さ れ た 空 気 中 の 空 気 イ オ ン 数 の 測 定 値 を 表 １ に 示 し た 。 表
１ に お い て は 回 転 翼 の 回 転 数 の 空 気 イ オ ン 数 に 及 ぼ す 効 果 を 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 表 １ か ら 分 る よ う に 、 本 発 明 方 法 に よ る マ イ ナ ス イ オ ン の 発 生 は 従 来 の 水 イ オ ン の 分 裂
に よ る マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 が ４ ０ ， ０ ０ ０ ～ ５ ０ ， ０ ０ ０ に 対 し て 、 約 ４ 倍 の 値 を 示 す 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 例 １ に 使 用 し た 装 置 に よ り 圧 搾 空 気 圧 ０ ． １ ５ Ｍ ｐ ａ 、 圧 搾 空 気 の 放 出 量 ２ ２ ｎ ｌ
／ 分 と し 、 噴 霧 量 を １ ． ８ リ ッ ト ル ／ ｈ ｒ に 絞 り 、 空 気 翼 の 回 転 数 を ７ ０ ０ ｒ ｐ ｍ と し 、
水 に 少 量 の ヒ バ 油 を 添 加 し た と き の 空 気 イ オ ン 数 に 及 ぼ す 効 果 を 求 め 、 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 表 ２ か ら 分 る よ う に 、 ヒ バ 油 の ０ ． ０ ５ ％ 前 後 の 添 加 に よ り 、 マ イ ナ ス イ オ ン 数 の 増 加
に 役 立 ち 、 他 方 プ ラ ス イ オ ン の 増 加 率 は マ イ ナ ス イ オ ン の 増 加 率 よ り 低 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
比 較 例
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　 比 較 の た め に 一 流 体 ノ ズ ル を 用 い て 水 を 噴 出 し た 微 細 水 滴 と 空 気 と の 混 合 物 を 回 転 翼 に
衝 突 さ せ て 発 生 す る 空 気 イ オ ン 数 密 度 を 求 め た 。 一 流 体 ノ ズ ル で は ノ ズ ル か ら 噴 出 す る 水
滴 が 二 流 体 ノ ズ ル に 比 し て 大 な る た め 、 粒 径 を 小 に す る に は 水 へ の 加 圧 程 度 を 高 く す る 必
要 が あ り 、 そ の た め に 使 用 水 量 が 大 と な る 。 し た が っ て 水 滴 は 内 筒 の 内 壁 に 衝 突 し て ド レ
イ ン と な る 。 こ の 例 で 使 用 し た ノ ズ ル は 株 式 会 社 い け う ち 製 、 「 Ｊ Ｊ Ｘ Ｐ の 充 円 錐 ノ ズ ル
の 小 噴 量 型 ノ ズ ル 」 で あ る 。 こ の ノ ズ ル で は 圧 縮 さ れ た 水 は ノ ズ ル 内 で 衝 突 流 入 し 微 細 化
す る 機 構 と な っ て い る 。 本 装 置 で は Ｊ Ｊ Ｘ Ｐ シ リ ー ズ の ノ ズ ル の 中 で 水 を ０ ． ５ Ｍ ｐ ａ に
圧 縮 し 、 噴 出 量 ０ ． ０ ９ ～ ２ ． ０ ９ リ ッ ト ル ／ ｍ ｉ ｎ の 性 能 の も の を 装 備 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 操 作 条 件 と し て 、 ０ ． ５ Ｍ ｐ ａ に 水 を 圧 縮 し 、 噴 出 量 を ０ ． ０ ９ リ ッ ト ル ／ ｍ ｉ ｎ と し
た と き 、 ノ ズ ル の 付 属 チ ャ ー ト よ り 水 滴 の 粒 径 は ２ ０ ０ μ ｍ で あ る 。
　 こ の 条 件 下 に さ ら に 円 筒 内 の 回 転 翼 の 回 転 数 の 空 気 イ オ ン 発 生 に 及 す 効 果 を 求 め 、 表 ３
に 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 表 か ら 分 る よ う に 一 流 体 ノ ズ ル に よ る 水 の 分 裂 が 二 流 体 ノ ズ ル に 比 べ て 低 い た め 、
霧 の 径 も 二 流 体 ノ ズ ル よ り ２ 桁 程 度 低 い 。 従 っ て 回 転 翼 の 増 加 の 効 果 も 十 分 で な く マ イ ナ
ス イ オ ン 濃 度 も 低 い 値 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
比 較 例 ２
　 比 較 例 １ に お い て 、 回 転 翼 の 回 転 数 を １ ３ ０ ０ 回 と し 、 ０ ． ５ Ｍ ｐ ａ の 水 圧 で ０ ． ０ ９
リ ッ ト ル ／ 分 と し た と き 、 ヒ バ 油 を 水 に 添 加 し た と き の 空 気 イ オ ン の 発 生 状 態 を 表 ４ に 示
す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 表 か ら 分 る よ う に 、 一 流 体 ノ ズ ル に お い て も ヒ バ 油 は プ ラ ス イ オ ン 数 密 度 を 下 げ 、
マ イ ナ ス イ オ ン 数 密 度 を 高 め る 効 果 を 有 す る が 、 発 生 す る マ イ ナ ス イ オ ン の 絶 対 数 は 二 流
体 ノ ズ ル の 場 合 に 比 べ 著 し く 低 い 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 実 施 例 １ と 同 じ 空 気 イ オ ン 発 生 装 置 を 使 用 し 、 ２ 個 の 内 部 混 合 型 の 二 流 体 ノ ズ ル よ り 噴
出 す る 微 霧 が 相 互 に 斜 め よ り 衝 突 す る 様 な 構 造 を 持 つ 衛 突 型 の ノ ズ ル を 使 用 し た 。 こ の ノ
ズ ル と し て は 、 株 式 会 社 い け う ち で 開 発 し た 小 噴 霧 型 の Ａ Ｋ Ｉ Ｊ ｅ ｔ を 用 い た 。 衛 突 型 の
二 流 体 ノ ズ ル の 特 色 は 単 独 の 二 流 体 ノ ズ ル に 比 べ て 噴 出 す る 微 霧 の 粒 径 が 均 一 で あ る こ と
、 大 量 に 微 霧 の 発 生 が 可 能 な こ と に す る 。 条 件 を 制 御 す る こ と に よ り レ ー ザ ー 解 析 法 に よ
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る 粒 径 の 測 定 で １ ０ μ ｍ の 平 均 粒 径 の 霧 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 条 件 と し て 、 ０ ． ４ Ｍ ｐ ａ 、 ６ ６ ０ ｎ ｌ ／ ｈ ｒ の 圧 縮 空 気 に よ り 得 ら れ る 微 霧 を 、 ２ ０
リ ッ ト ル ／ ｈ ｒ の 噴 出 量 に 絞 る こ と に よ り 、 平 均 粒 径 １ ０ μ ｍ の 微 霧 を 得 た 。 こ の エ ア ロ
ゾ ル を さ ら に 回 転 翼 に よ り 細 か く 分 裂 さ れ た 空 気 イ オ ン を 得 た 。 ま た こ の 条 件 下 に 分 裂 さ
せ る 水 に ０ ． ０ ４ ３ ％ の ヒ バ を 添 加 し た と き の 空 気 イ オ ン を ゲ ル デ イ エ ン 法 に よ り 分 析 を
行 っ た 。 そ の 結 果 を 表 ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 表 ５ か ら 分 る よ う に 、 水 の 分 裂 法 に よ る マ イ ナ ス イ オ ン の 発 生 方 法 に よ り 、 従 来 の 方 法
で は 得 ら れ な か っ た ２ ０ 万 個 ／ ｃ ｍ 3 以 上 の 値 を 得 る こ と が で き る 。 ま た ヒ バ 油 の 微 量 （
０ ． ０ ４ ３ ％ ） の 水 へ の 添 加 に よ り プ ラ ス イ オ ン の 低 下 が 顕 著 で あ り マ イ ナ ス イ オ ン に お
い て は ５ ０ ０ ， ０ ０ ０ 個 ／ ｃ ｍ 3 近 い 値 を 得 る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 は 、 個 人 住 宅 、 美 容 院 、 病 室 な ど の 狭 い 空 間 に 装 備 し て 、 室 内 に 極 め て 高 濃 度 の
マ イ ナ ス イ オ ン 環 境 を 形 成 さ せ る こ と に よ り 、 こ れ ら の 場 所 に い る 人 達 の 健 康 を 積 極 的 に
改 善 す る た め に 用 い る こ と が で き 、 ま た 動 物 の 飼 育 、 植 物 の 温 室 栽 培 な ど に お け る 生 育 促
進 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 横 型 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 装 置 の １ 例 を 示 す 断 面 略 解 図 。
【 図 ２ 】 衝 突 型 二 流 体 ノ ズ ル の １ 例 を 示 す 略 解 断 面 図 。
【 図 ３ 】 マ イ ナ ス イ オ ン を 定 量 す る た め に 用 い ら れ る ゲ ル デ イ エ ン 法 に 基 づ く 空 気 イ オ ン
の 測 定 装 置 の 原 理 を 説 明 す る た め の 説 明 図 。
【 図 ４ 】 外 筒 １ １ へ の 印 加 電 圧 と 内 筒 １ ２ に 流 れ る 電 流 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
１ 　 円 筒 容 器
１ ａ 、 １ ｂ 　 円 筒 容 器 の 端 板
２ 　 空 気 供 給 口
３ 　 送 風 ポ ン プ
４ 　 開 放 口
５ 　 回 転 翼
６ 　 回 転 モ ー タ ー
７ 　 二 流 体 ノ ズ ル
８ 　 貯 水 タ ン ク
９ 　 加 圧 タ ン ク
１ １ 　 外 筒
１ ２ 　 内 筒
１ ３ 　 エ レ ク ト ロ メ ー タ ー
１ ４ 　 直 流 電 源
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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